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【様式１】 

＜エントリーシート＞ 
 
※ 事 務 局 記 入 欄

№：A - 19  

部門 
 
学校教育の情報化研修 

学校名・氏名 
 
愛知県日進市立梨の木小学校・上田 慶二 
 

活動名 
主タイトル：教育の情報化推進活動  
副タイトル：教職員の意識変革と行動変革の取組 
 

課題の設定：教育の情報化に対する教職員の聞き取り調査結果（資料１）から、情報通信ネットワーク社
会で便利さを実感しているにもかかわらず、教育現場は旧態依然とした変わらないスタイルであり、第４次産業
革命に活躍する児童の未来は遠いと感じた。そこで、児童が楽しく ICT を活用する機会を増やすことが必要で
あると考え、(1)教職員の意識改革と情報教育のリーダー育成 (2)ICT を活用した授業の推進 (3)ICT を
活用する時間の確保 (4)家庭や地域の理解を目指し、次のような方針・計画を立てた。 
方針・計画： (1)①教頭会②情報教育担当者会③地区の教職員（有志）の学習会を通して、教育の情
報化の必要性と必然性について理解を促し、市内の教職員の意識を高める。(2)校内において、ICT を活用
した示範授業を行うことで、児童の授業に対する意識の変化を可視化する。(3)教頭や情報教育担当者を中
心に、校内の教育活動で児童が楽しく ICT にふれる機会を模索する。(4)保護者や地域に学校 ICT 活用の
場面を観てもらうことで、今日的な教育の一端について知ってもらう。次に、それぞれの活動内容を示す。  

活動内容：(1)①学校運営の推進役・調整役である教頭が、プログラミング教育のアプリやソフトなどを実際に
体験し、楽しさや面白さを実感する。②情報教育担当者が推進教師としての役割と責任の自覚をもたせるた
めに、児童が楽しく ICTにふれる活動計画を立て、事例集を作成する。③ICT活用とプログラミング教育につい
ての学習を深め、児童や教職員にその必要性と必然性を発信する。(2)校内にある ICT 機器、ソフトやコンテ
ンツなどに光を当て、教頭や情報教育担当者が、ICT を活用した授業を行う。(3)①ICT クラブを創設する。
②PC 室の開放に向けて準備をする。(4)①公開授業で ICT を活用した授業を行う。②PTA 総会や委員会
で ICT を積極的に活用する。次に、それぞれの活動における成果を示す。 
活動成果：(1)①新学習指導要領の特筆事項の理解とプログラミング体験を通して ICT 活用の必要性と必
然性を実感した（写真１）。②各校での事例（資料２）を市内共有フォルダーに保存し、すべての教職員
の閲覧を可能とした。③「未来社会に生きる子どもたち」をテーマに、プログラミング教育の重要性を中心に据え
たテキスト（資料３）を作成し、さらに ICT を活用する演習（資料４）を通じて、指導者も学習者も心と体
がフル回転することを実感した。(2)校内で眠っている ICT 機器や、使用頻度が少ないソフトやコンテンツなどを
活用した授業が児童の集中力を高めた(写真２)。(3)ICT のクラブ創設で、児童が選択してプログラミングソフ
トを楽しむことができた(写真３)。現在、PC 室の開放に向けては安全安心面で整備途中である。(4)公開授
業の参観者、PTA総会や委員会の参加者から、「わかりやすい」と好評であった。 

アピールポイント（アイデアや工夫）(A)教頭が率先して、ビスケットやスクラッチなどのアプリを使った授業公開
を行った。(B)教職員の聞き取り調査から、情報教育を進めるにあたっての課題が明確となった。特に、「小学
校プログラミング教育」の目的・目標・内容が浸透していない現状。(C)テキストや事例集の編集が情報教育を
進めることで、教職員の不安が少し取り除けた。(D)児童が ICT を活用する時間の確保として、「PC 室開放」
の提案に、大部分の教職員が食いついた。(E)備品点検の折に、ICT機器やソフトを探し、授業で使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 未来の世界 

  未来は、コンピュータで制御された乗り物や通信機

器が、わたしたちの暮らしは便利になっていることでしょ

う。現代社会においても、IoT（物のインターネット）やＡＩ

（人工知能）が登場し、わたしたちの暮らしには、コンピ

ュータやタブレット、スマートフォンなどが欠かせないも

のになってきています。きっと、未来は、ドラえもんや鉄

腕アトムなどのロボットが地球上の生き物と共生しながら

活躍している時代になっていることでしょう。みなさんで

未来の世界について話し合ってみてください。 

 

≪写真２ ICT 活用授業（書写編）≫ 
≪写真３ ICT クラブでの様子≫ 

≪資料３ ICT テキスト（P!）≫ 

≪資料４ 学習会の演習の一例≫ 

≪写真１ 教頭会研修の様子≫ ≪資料２ 情報教育担当者会 活用事例集の一部≫ 

≪資料１実態調査結果≫ 




